








The Tohoku Pancreatic and Biliary Cancer Association
日 時 :平成 13年 9 月 29 日（土）13:30～17:00
場 所 :花京院スクエア 会議室（仙台市）
当番研究会会長 :国立仙台病院消化器科医長 田所慶一










































































































































































































































































































のみであった．症例1は 53歳女性，Ph, TS2, T2N1
 
Stage III. tubulopapillary typeで#13aのみ転移陽
性．症例2は 70歳男性，Ph,TS1,T3N1 Stage IVa.
tubular type(well）で#12b2,12p2,14bに転移陽性．
各々膵頭十二指腸切除施行．症例3は 68歳男性，Pb,
TS1,T1aN0 Stage I. tubular type(mod）でリンパ
























































































































































































潤の深さは各々5.47±0.68 mm, 3.57±0.63 mmであっ
た．ss亜分類では ss 1 6例，ss 2 8例，ss3 12例であっ
た．
2)ss癌の lyは 26例中 19 例(73.1%)，nは 14例
（53.8%）に認められた．ss亜分類と lyとの関係では，
ly陽性率は ss1 33.3%,ss2 100%,ss3 83.3%であった．





量解析で有意差が認められた（p＜0.05, log  rank
 
test)．
【結語】
ss胆囊癌において ss浸潤の深さによる亜分類は，予
後予測因子として有用と考えられた．
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特別講演
膵粘液性囊胞腫瘍（MCT）と膵管内乳頭腫瘍
（IPMT）
順天堂大学医学部病理学第一講座 教授
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